
建設産業委員会 会議録（要点筆記） 

令和５年１２月１５日 

午前９時４５分  開会 

午前１０時２２分 閉会  

場  所 ：委員会室    

〇芳金秀展委員長 

ただ今から、建設産業委員会を開会します。議事を行います。 

始めに、議案第８４号「令和５年度半田市一般会計補正予算第７号中当委員会に分割付託さ

れた案件」を議題とします。当局の補足説明を求めます。 

 

〇大木康敬産業課長 

５款１項３目、農業振興事業のうち、農業者飼料等価格高騰対策事業、６，５７５万８千円

の追加は、物価高騰の影響を受ける畜産農家の負担軽減を図り経営の安定を図るためのものです。対

象者は、令和５年１２月１日時点に半田市内に住所がある畜産農家で且つ、令和４年中に実績が

あり、令和６年度も事業継続を予定している方で、３５の畜産業者が対象となると想定しています。 

補助額は、令和４年分の確定申告や決算書の畜産飼料費をもとに高騰率を乗じた額の２分の１

で、上限は２００万円です。 

次に、６款１項２目、キャッシュレス決裁ポイント還元事業、１億３，０７４万３千円の追加は、

物価高騰による事業活動と生活者支援を目的に、キャッシュレス決済事業者の中で最もシェアの大きい

ペイペイによるポイント還元事業を実施するものです。キャンペーンは、令和４年４月の１か月間で、ポイ

ント付与率は１０％、一回当たりの上限は１，０００ポイント、期間内の上限を５，０００ポイント

で実施します。対象店舗は、市内のペイペイ加盟店すべてを対象とします。また、本事業については、年

度内の事業完了が見込めないため、繰越明許を設定し実施するものです。 

 

〇芳金秀展委員長 

補足説明は終わりました。ただ今から質疑を行います。ご質疑ありませんか。 

 

〇國弘秀之委員 

農業振興事業について、補助の上限額を２００万円とした理由はなんですか。 

 

〇大木康敬産業課長 

国の交付金額と、この度予算計上した事業全体の金額を鑑み、令和４年度に実施した同様の事業

と同額の上限額としました。 

 

 



〇山本裕介委員 

キャッシュレス決済ポイント還元事業について、本事業の委託事業者を１社に限定した理由はなんで

すか。 

 

〇大木康敬産業課長 

当該事業者が、キャッシュレス決済事業者の中でのシェアが最も大きいことと、複数のキャッシュレス決

済事業者を利用する場合、新たに１，０００万円以上の経費が必要になる見込みであるためです。 

 

〇竹内功治委員 

以前にも同様の事業を実施していますが、今回、対象店舗を拡大した理由はなんですか。 

 

〇大木康敬産業課長 

前回の事業では、事業者支援として実施しましたが、今回は、事業者支援に加え、市民生活支援の

ためにも実施するため、利用可能な店舗を拡大することとしました。 

 

〇山田清一委員 

本事業を実施する中で、予算が不足する場合にはどのように対応する予定ですか。 

 

〇大木康敬産業課長 

予算が不足する場合は、補正など予算措置を行い、対応する予定です。 

 

〇芳金秀展委員長 

他にご質疑ないようですので、これで質疑を終わります。お諮りします。ただ今から討論を省略して、採

決に入ります。これにご異議ありませんか。 

【「異議なし」との声あり】 

 

〇芳金秀展委員長 

ご異議なしと認めます。ただ今から採決を行います。本案は、原案のとおり決定することに、ご異議あり

ませんか。 

【「異議なし」との声あり】 

 

〇芳金秀展委員長 

ご異議なしと認めます。よって、議案第８４号中、当委員会に分割付託された案件については、原案

のとおり可決しました。 

次に、議案第８５号「半田市手数料条例の一部改正について」を議題とします。当局の補足説明を



求めます。 

 

〇沼田昌明市民課長 

各市町の戸籍システムが全国でネットワーク化されることに伴い、「戸籍当方等の広域交付」、「戸籍

（除籍）電子証明書共用識別符号の発行」、「届書等情報内容証明書の交付等」のサービスを令和

６年３月１日から開始するため、条例改正を行うものです。 

 

〇芳金秀展委員長 

補足説明は終わりました。ただ今から質疑を行います。ご質疑ありませんか。 

 

〇山本裕介委員 

今回の条例改正により、今後、市民サービスがどのように変わるのか、現時点で把握している情報はあ

りますか。 

 

〇沼田昌明市民課長 

現時点では、国から詳細な情報が明確には示されていないため、今後具体的な事務の内容が把握で

きた際には速やかに周知してまいります。 

 

〇芳金秀展委員長 

他にご質疑ないようですので、これで質疑を終わります。お諮りします。ただ今から討論を省略して、採

決に入ります。これにご異議ありませんか。 

【「異議なし」との声あり】 

 

〇芳金秀展委員長 

ご異議なしと認めます。ただ今から採決を行います。本案は、原案のとおり決定することに、ご異議あり

ませんか。 

【「異議なし」との声あり】 

 

〇芳金秀展委員長 

ご異議なしと認めます。よって、議案第８５号については、原案のとおり可決しました。 

以上で、当委員会に付託されました議案は、審査を終了しました。なお、委員長報告は、正副委員

長にご一任いただきたいと考えますが、よろしいでしょうか。 

【「異議なし」との声あり】 

 

 



〇芳金秀展委員長 

ありがとうございました。その他で何かございましたらお願いします。 

【「異議なし」との声あり】 

 

〇芳金秀展委員長 

ないようなので、以上をもちまして、建設産業委員会を閉会します。 

閉会 午前１０時２２分 


